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１．研究計画の概要 

古代仏教哲学の集大成である『婆沙論』の
精密なデータベースを作成し、それを利用し
て、説一切有部内部の歴史的変遷と、大乗仏
教成立の状況を解明する。 
 
２．研究の進捗状況 

『婆沙論』に引用される、律、論書に関し
てはデータベースを完成。現在は、引用され
る経典の出典を追跡中。また、三本ある『婆
沙論』の異同を示す対照表も八割方完成。さ
らには『婆沙論』内部の哲学的概念の変遷に
関してもある程度の解明が進んだ。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

いまだ、大乗仏教の発生起源にまでは着手
できていないが、当初目標としてかかげた、
データベースの確立という作業に関しては
約八割方、作業が完了した。 
 
４．今後の研究の推進方策 

『婆沙論』に引用される、１５００箇所以
上の阿含経典の出典を追跡する作業が、当面
最も重要になる。これを集中的に継続してい
きたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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